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と言えよう。しかし， アメリカでのへ y ドスタート計画の結果にも示されるように，教育機会の
均等化を通じての人々の平等化政策は成功せず， コールマン・レポートでは，学業達成にあjする




















































































る。(~ )この調査は，高校の協力を得点を得て l年生から 3年生の各学年にわたり 41ヨの質問紙調






本稿では，生徒の入学試験， 1 年生および2年生における英語・数学の成績を扱う。 2年生の
数学は，代数幾何と基礎解析に分かれているO これらの成績については，高校より提示されたい
わゆる学力偏差値[{(生徒の得点 平均点)/標準偏差} x 10 十 50J を月~ l iる。したがって，以
下論述される成績の t昇や下降とは，学年全体における生徒の位震の相対的な変化を示している。
なお， ここでは学力偏差値を次の 5つのランクに分けて，第 1・2: T位群， 第 3: l~コ位 i詳，



















かといえばあてはまるJに4，，-あてはまる」に 5の各点を Ijゐえて各項目の得点を計算し， さら
にカテゴリ一ごご、とに 1xJ頃~I目iヨi あたりの平i均匂j点ι(S) を3芸算号宇革ち:jするj右J
て次の 3 つの1剖群河詳今にl区豆分したo (1 ;孟玉s ;壬五 2 トド.-{位:立i:1群丹詳九~， 2 <S < 4 : I中-1ドJ{位立j詐:詳下y， 4;;亘五 S ;孟手 5 : -U立i計円咋m~ ) 
分析する調査項目は，表 1の通りである。ただし， (5)， (7)， (8)， (11)については， JX:学校帰属!惑
をたずねる内容となっているため，便宜的にこれらの項 I~ の得点を他のJÚ はと辺市ょして換算した。
ここでは，勉学志向(4項目)と学校帰属感(7項目)と考えられる 2つのカテゴ 1)ーについて
検討する。
③ lêl 己~lH!l i意識
まず， 自己評価意識を類型化するために，表 2に示す28項目について各調査ごとに主成分分析









(3) 将来立派な仕事をした ~\o る方である。
(Ij) 将来他の人から尊敬されるような人 (1$ 自分を頼りないとKt!，うことがある。
i15になるだろうとHtう。 (19 今のままの自分ではいけないと思う
(5) 自分の盟主;!に向かつてたえず向上し ことカiよくある。
ていきた l¥o (2Q 現在の13分に満足している。
(6) 菊7しいことやちがうことをいろいろ (21) ときどき自分がいやになることがある。
してみたい。 ω 人より劣っているのではないかと思
(7) 自分の主張を通す方である。 うことがよくある。
(8) 一度自分で決めたことは途[1:1でいや ω 他の人からどんなうわさをされてい
になってもやり通すよう努力する。 るか気になる方である。
(9) 他の人に認められなくとも、!3分の 制 自分が少しでも人から見られたいと
呂襟に向かつて努力したL、。 思うことが多い




け チャンスを逃さなければ、能力のあ 的 自分の心が傷つくようなことを恐れ
る人は偉くなれると思う。 ている。
(14) 人の一生は案外偶然のでき事で決ま (2$ “あんなことをしなければよかった"
るものだと忠(う。 とくやむことが多い。
-75 
しかし，主成分分析の結果に共通する項目は，梶田叡ーが述べる I~l 己評価意識の 3 側面 (5) を
それぞれ示しており，その内容からして妥当性を有すると考えられる。そこで，本論文では主成
分分析による分類を参考にして質問項目を整理し，以下の 6分類， 22項目について分析を進めるO
不安 ・・・項目番号 23，24， 25， 26， 27， 28 





ノ 18， 19， 21， 22 









































進路志望 勉学志向(%) 平均得点 学校帰属感(%) 平均得点上位群/下位群 上位群/下位群
f手 生 年 ヨミ
就 職 。 37.5 2.33 12.5 6.3 3.17 
市開|11.0 11.9 3.06 34.8 2.2 3.57 
短期大学 3.7 4.9 2.96 23.5 。。 3.55 
専門学校 7.4 16.7 2.75 11.1 7.4 3.22 
わからない 2.3 16.5 2.74 17.3 3.8 3.32 
2 均三 生 2 1=: 生
就 i践 9.5 28.6 2.58 19.0 0.0 3.43 
4年制大学 8.5 9.2 3.10 28.0 1.9 3.56 
短期大学 2.4 8.2 2.99 32.1 0.0 3.64 
専門学校 4.7 25.6 2.67 16.3 7.0 3.27 
わからない 0.9 16.7 2.74 21.7 1.7 3.34 
3 年 生 3 ~1ミ 生
就 職 17.4 17.4 2.82 22.7 9.1 3.27 
4年;iiIJ大学 11.8 9.3 3.26 28.0 1.7 3.56 
短期大学 8.5 10.3 3.11 28.4 0.9 3.57 
専門学校 5.7 17.1 2.81 22.2 2.8 3.43 



















































部の結果を除いて確認できなかった。このことは l年から 2年， 2年から 3年のいずれの時期に




帰属!tLX;で45.1%の生徒が i二昇，短期大学への場合で、は55.6%，57.1 %，専門学校では57.1%，71 
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